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多 元 連 立 方 程 式
鮒沖 臓 に よ る
マ ト リ ク ス 耶 法











































































































































































つの微分方程式(29),式 (30)を統一 し,支配方程式を得るo Lかし,渦電流の
ような磁性体中に電流が生 じる問題の取 り扱いには,このままでは対応でき
ない ｡ これらのスカラポテンシャル法は,未知関数がスカラであるか ら1変
数のみの取 り扱いでよく未知数が少なくてすむ｡ これは,大規模マ トリクス































これに対 し, B=IL.H+Mにより式 (21)を変形すれば,
rotpi:(rotA-
1






















零であり,消去できるとする取 り扱いもある｡ しか し,透磁率の異なる複数
媒質を含むケースでは,その境界上での透磁率の微分値が発散するため計算
に困難が生じると考えられる｡ 筆者 らは,式(42)を支配方程式とした場合が最




























な磁界分布を示す様子がよくわかる｡ フェライ トヘッ ドおよびMIGヘッドの
コア内ギャップ端面の磁束密度をやはり有限要素法により計算 し,それぞれ図
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慮した解析ができる｡ ただ し,媒体磁化過程は,-ッド磁界と媒体に生 じた磁
化による反磁界との和によりセルフコンシステントなベクトル磁化過程を経る

















ツタ噛方向への軌秘触叡鍬P,ペ⊥rL方ぐのトラ馳叛 って(る｡ こ の ため勘まギャッ- 噛 界を 3娠 解糖る必勤 あヾるO有噸 素敵よる
糠 常などへの軸鞠の広い3航解晦は,鞄凱明覚されているが,こでは,構糖種式翫よる鞄界解析を酎ラック薄臥ッドの解鋸 歯属した
師 )を示すO
(2)再 生 凌 形
図7 図6噛 っく軸 過程の有糎要素掛 )
であるo軸 - らの軌 - - れ込んで い る o こ の 鴫
コイル轍 鞭 を軸 時間軸 すれば,同断 2)のごと く 再 生 電 軸 も
触 ることが で き るo このよう- ら再生までの｢撃碗 え る た
めに,媒 体 翫 機 構の数億モデルを解翫 魂み込む- ぁる o こ れ は 欄記銀のた め の 敬 界 解- の軸 である02･3･3 3 次 元 解 析
敬か ッ ド の 酎 ラック化の蓮
如 伴い, ギャッフ軸でぢツケ臆一士丁卜㍉
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装 置 分解能 範 囲
電子ビーム走査 サブ〟m ～ 数 (:m
電子ビーム位置検出 20 〟m 12.7×9.5mm
試料微動Ⅹ軸 2.5〟m ～ 50mm
試料微動Ⅹ,Y軸 2.5〟m ～ 25mm














































































































3: タシミュレーションによって検討 した結果を簡単に紹介 しておく｡
図20は, コンピュータシミュレーションで用いた1辺10mlnの正方形 1巻 コイル






















































































































Ea 〔%〕 8.77 15.3 16.4
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電 子 顕 微 鏡
カロ速 電 圧
磁 気 ヘ ッ ド
励 磁 電 流
検 出 面 位 置
測 定 面 位 置
投 影 方 向 数
投 影 間 隔
投 影 範 囲
格 子 点 数二
格 子 点 間 隔
再 構 成 領 域
15kV
IOmA
300mm (Z方 向 )
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